
EVと電池交換方式
中国で独自進化する過去の失敗事例
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パワトレシェア2025年実績：ICE 60.5%,  HV 13.0%, PHV 4.5%, EV 17.0%パワトレシェア2025年実績：ICE 60.5%,  HV 13.0%, PHV 4.5%, EV 17.0%

パワトレシェア2030年予想：ICE 35%,  HV 18%, PHV 7%, EV 40%パワトレシェア2030年予想：ICE 35%,  HV 18%, PHV 7%, EV 40%

2030年のEV販売台数を
4,000万台と予測
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2030年のEVの世界新車販売台数は最小予測では約3,000万台(Bloomberg NEF)、
最大予測では5,430万台(P3 Automotive)とある。当資料では4,000万台と予測した
が、中東紛争による原油供給問題が⻑引けば4,000万台超えも十分に考えられる。

2030年のEVの世界新車販売台数は最小予測では約3,000万台(Bloomberg NEF)、
最大予測では5,430万台(P3 Automotive)とある。当資料では4,000万台と予測した
が、中東紛争による原油供給問題が⻑引けば4,000万台超えも十分に考えられる。

世界自動車新車販売 パワトレ別内訳 実績と予想（２）世界自動車新車販売 パワトレ別内訳 実績と予想（２）
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電池交換方式の歴史（１）電池交換方式の歴史（１）

GeVeCo (General Vehicle Company) による電池交換方式GeVeCo (General Vehicle Company) による電池交換方式
 1910年、米国にてGeneral Electric社の子会社General Vehicle Companyは、車両
（トラック）を供給しHartford Electric Light Company が電池を供給して電池を
交換するシステムを構築

 車体と電池を分離して購入：ユーザーは車体を
電池なしの状態で安く購入

 電池本体と交換に必要な電力、電池保管の費用は
毎月の「基本サービス料金」と「走行マイルに応
じた変動料金」として支払う

 電池交換は3分で完了

 1924年、General vehicle Companyの電池交換サービスは廃止に追い込まれた

 T型フォードに代表されるガソリン車が大量生産され
安価なガソリン車が普及。ガソリンスタンドのインフ
ラも急速に整備されEVの需要が激減

電池交換方式の最初の試みは安価なガソリン車の普及とガソリンステーションの
インフラ整備によってEVの消滅と共に姿を消した。
電池交換方式の最初の試みは安価なガソリン車の普及とガソリンステーションの
インフラ整備によってEVの消滅と共に姿を消した。
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Better Placeによる電池交換方式Better Placeによる電池交換方式
 2007年、シリコンバレーのスタートアップBetter Placeが「バッテリー交換プロセ
ス」を開発。ドライブスルー型のステーションに車を乗り入れるだけで数分で満
充電した電池に交換

ルノー「フルエンスZE」

 ルノー・日産と提携。ルノーはガソリン車を改造して「フルエンスZE」を開発。
日産はガソリン車「デュリアス」をEVに改造

 イスラエルやデンマーク政府から支援を獲得

日産「デュリアス」EV

電池交換方式の歴史（２）電池交換方式の歴史（２）

 フルエンスZEは車体の下部からリチウムイオン電池パックを自動ドライブスルー
方式で1分弱で交換できる構造に

 リチウムイオン電池は日産の合弁会社（当時のAESC）が供給
 ユーザーは車体のみを購入またはリース。電池はBetter Placeが所有。走行距離
に応じた月額利用料をベースにしたサブスクリプション方式
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 2010年、経済産業省の実証実験に承認され、東京に電池交換ステーションを建
設。日本交通と共同で「世界初の電池交換式EVタクシー」を期間限定で運営

電池交換方式の歴史（３）電池交換方式の歴史（３）

 2013年5月、Better Placeは経営破綻し解散
 2012年、イスラエルとデンマークで一般向けに商業サービスを開始

 2013年6月、テスラは交換可能な電池に対応するように設計された新型モデルS

で限定的な電池交換サービスの提供を開始。しかし交換作業は「煩雑」で、こ
の試験プログラムは2015年に終了

Better Placeの失敗の主な要因として（１）交換ステーションと電池の準備等の
初期投資の負担が重すぎたこと （２）電池規格の標準化に自動車メーカーは消
極的 （３）当時はEV市場そのものが未成熟であったこと が挙げられる。

Better Placeの失敗の主な要因として（１）交換ステーションと電池の準備等の
初期投資の負担が重すぎたこと （２）電池規格の標準化に自動車メーカーは消
極的 （３）当時はEV市場そのものが未成熟であったこと が挙げられる。
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電池交換方式の歴史（４）電池交換方式の歴史（４）

 2014年、中国工業情報化部が「電池交換を推進する」と政策に明記
 2016年、タクシー・バス向けに電池交換式EVの補助金制度を開始
 2018年、国家標準化管理委員会が「交換式バッテリーの規格化」を開始
 2018年、NIOがES8を発売。世界初の乗用車向け高速電池交換ステーションを導入
 2020年、NIO Power Swap2.0を発表（自動化率90％、交換時間3分）

電池を車両から切り離すBattery as a Serviceを開始。電池抜きの価格で
車両を販売し、電池はサブスク化。これによりEVの初期購入価格を大
幅に下げた

 2020年、中国政府が「電池交換式EVを重点支援する」と発表
 2021年、電池交換ステーション数が1000基を突破
 2021年、CATLが交換式電池技術「Qiji（啓稽）」（チージー）を発表
 2022年、商用車（トラック・タクシー）向けの交換式EVが急増。国家標準規格
が整備され、複数メーカーが同じ交換用電池規格を採用

中国における電池交換方式の流れ（１）中国における電池交換方式の流れ（１）

Better Placeが出来なかった交換用電池の規格統一が中国で実現した。Better Placeが出来なかった交換用電池の規格統一が中国で実現した。
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電池交換方式の歴史（５）電池交換方式の歴史（５）

中国における電池交換方式の流れ（２）中国における電池交換方式の流れ（２）

 2022年、CATLは小型車向け電池交換サービスEVOGO ( Evolution+Go)を開始。
モジュール式電池「Chocolate Battery」を採用

 2023年、CATLは大型商用車向け交換式バッテリーを発表
 2023年、交換ステーション数：2000基
 2024年、中国政府が「電池交換式EVを物流の主力にする」と発表。CATLは中
国国内で複数の物流企業と提携

 2024年、CATLと英国の新電力大手Octopus Energyが提携交渉開始
 2025年、CATLは共同出資（50:50)のJV Swaptopusを設立

 2025年、交換ステーション3000基を超えた
CATLが欧州へ進出CATLが欧州へ進出

設立の目的：欧州市場における大型EVトラック向けの電池交換ネッ
トワークの構築。2027年まで英国で電池交換ステーションを実証し
2035年までに欧州全域で30拠点以上へと広げる計画

商用車には急速充電よりも電池交換式の方が効率的という評価商用車には急速充電よりも電池交換式の方が効率的という評価



中国での成功要因
①政府の商用車の電池交換に対する早い段階での補助金を含む強力な支援
②「中国製造2025」の下、EV市場が急速に拡大
③NIOの戦略的な電池交換方式の展開
④CATLという世界トップの電池サプライヤーの参入
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電池交換方式の歴史（６）電池交換方式の歴史（６）

今までのまとめ今までのまとめ

Better Placeの失敗の要因
①EV市場が未成熟：EV台数が少なく、インフラ投資を回収できる規模になかった
②初期投資の負担が大きい
③インフラが偏在しているので利用が不便
④標準化の欠如：車種ごとに電池形状・構造が異なっていた
⑤行政の支援が不足：充電インフラの整備が優先

先行しすぎた「良いアイデア」の失敗先行しすぎた「良いアイデア」の失敗

政府の強力な政策支援政府の強力な政策支援

NIOの条件を揃えた再挑戦NIOの条件を揃えた再挑戦

電池メーカーの本格参入電池メーカーの本格参入

EVの電池交換方式はBetter Placeの「良いアイデア」の失敗が、中国で成熟し、
今、CATLによって欧州に輸出する段階に至っている。
EVの電池交換方式はBetter Placeの「良いアイデア」の失敗が、中国で成熟し、
今、CATLによって欧州に輸出する段階に至っている。

10

NIO（上海蔚来汽車）の電池交換方式（１）NIO（上海蔚来汽車）の電池交換方式（１）
 2018年、電池交換を前提に設計されたES8を市場投入

モデルES8

交換用電池
 電池交換ステーションでの動作フロー
①車両が自動運転でステーション内のローラーベッドに進入し、正確に位置決め
をされる（車体は数十cm持ち上げられる）
②床下のロボットが上昇し、10本のボルトをアンロックして空の電池を外す
③空の電池は地下または横の保管庫に回収され、満充電の電池が運ばれてくる
④新しい電池を押し上げ、ボルトを締め、電気と水冷配管を同時に結合する
⑤車両のシステムが自己診断を行い、問題がなければ完了（ここまでの全工程は
約3分）

NIOの方式では車体のリフトアップが必要。一方、CATLの方式（後述）は電池
をスライドして抜きさすので車体のリフトアップは不要。
NIOの方式では車体のリフトアップが必要。一方、CATLの方式（後述）は電池
をスライドして抜きさすので車体のリフトアップは不要。
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NIO（上海蔚来汽車）の電池交換方式（２）NIO（上海蔚来汽車）の電池交換方式（２）
 NIOの電池交換方式採用の狙い
①ガソリン給油と同レベルの速度を実現する
②中国特有の都市の住宅事情に適合する仕組みを導入する。中国の都市
部では高層マンションに住む人が大半を占めている。その人たちがEVの
充電に困らない仕組みを提供する
③EV購入価格を下げる。Battery as a Serviceというサブスクリプションモ
デルを展開し、電池価格を差し引いた価格でEVを購入できるようにする
④電池劣化の心配を払拭するとともに一時的な電池のアップグレードも
可能にする。交換ステーションでは安全点検を経た健康な電池を提供す
る。街乗り用には低容量電池、旅行用には大容量電池というように一時
的な電池のダウングレード・アップグレードもできる

ET5 ET7

ES6

EC6

ES7

EC7

Onvo L60 Onvo L80

NIOは高級車専用方式。自社専用規格でブランド価値を高める戦略。NIOは高級車専用方式。自社専用規格でブランド価値を高める戦略。

CATLの電池交換方式（１）CATLの電池交換方式（１）
 CATLの電池交換方式は、乗用車向けの「EVOGO」/Choco-SEBによる標準化と
高速交換、商用車向けのQiji（チージー） Energy（騏驥電換：きき）による大
型電池ブロックと物流最適化という２本柱で進化している

 乗用車向け「EVOGO」/Choco-SEB方式
 「EVOGO」とはEvolution + Goを意味
 Choco-SEBとは板チョコ型電池をSwapping Electric Blockとして用いる交換方式

Choco-SEBのエネルギー密度は160Wh/kg以上。
１ユニットは約20〜30kWh (約200kmの走行可能)

車両は1〜3ユニットを搭載。
用途に応じて可変
• モジュールをスライド式で抜き差し（車体の持ち上げは不要）
• 交換時間：1ユニット約1分（3ユニットでも約3分）
• 建設コスト：NIOの1/5〜1/3なので大量設置が可能で商用車に向いている



 乗用車向け「EVOGO」/Choco-SEB方式（続き）
CATLの電池交換方式（２）CATLの電池交換方式（２）

 2022年1月：EVOGOブランドとして乗用車向け電池交換市場に本格参入
 2024年12月：Choco-SEB標準パックを発表
 2025年末：乗用車向けステーションは1,020基。交換速度は100〜120秒
 電池交換だけでなく蓄電・V2G (Vehicle to Grid) 拠点として機能
 現在EVOGO規格対応車を拡大中

 大手自動車メーカーと提携：⻑安汽車、広州汽車、北京汽車、第一汽車等
 NIOとは戦略的パートナーシップ：NIOの「Firefly」の車両にChoco-SEB

を採用する計画がある
 商用車向けQiji Energy方式

 2024年：171kWhの電池をトラック向け交換式電池として標準化
 2025年末：トラック向けステーション数は305基。交換時間は約5分
 171kWh電池の搭載個数を用途に応じて変化。最大3個（513kWh）搭載可能
 英国Octopus Energyと提携し、商用車向け交換ステーションを欧州に輸出する
計画
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Aulton（奥動新能源）の電池交換方式（１）Aulton（奥動新能源）の電池交換方式（１）

 正式名称：Aulton New Energy Automotive Technology Co.,Ltd（奥動新能源）
 設立：2016年（前身は上海電巴で2000年から電池交換技術を研究）
 Aultonの交換ステーションの舞台裏

 電池パックケースとインターフェイスの共通化：電池セルはそれぞれの
自動車メーカーの仕様のままだが、電池パックを包み込む外箱（パック
ケース）の外寸、固定用ボルトの位置、電力・通信の接続コネクター
（インターフェース）を共通化することで互換性を持たせている

 プラットフォームの共同開発：Aultonは第一汽車、広州汽車、上海汽車、⻑
安汽車、東風汽車など16社を超える主要自動車メーカーと提携。新車設計段
階から「Aultonの電池交換設備に適合する底部の規格」を組み込んだタク
シーや配車サービス向けのEVを開発
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Aulton（奥動新能源）の電池交換方式（２）Aulton（奥動新能源）の電池交換方式（２）

 Aulton の電池交換ステーションはタクシーやライドシェアの車両に焦点
 Aulton電池交換ステーションの特徴

 圧倒的な交換スピード：乗用車最短20秒、小型トラック30秒、大型トラック40秒
 多数のOEMに対応（16社・30車種以上）：共通の外箱（パックケース）とイ
ンターフェイスの統一によって異なるOEMの電池には互換性があるのでOEM

の垣根を超えた電池のシェアリングが行われている。容量や出力の違いに対
しては車両側のBMS（Battery Management System )が自動で最適化する

 電池交換ステーション自体が分散型蓄電所として機能（Vehicle to Station to Grid)

• 電気が余って料金が安い時間帯にステーション内のすべての空き電池に対
して電池への負荷が少ない低充電で対応

• 電力がひっ迫するピーク時にはステーション内にある満充電の電池から電
力網に放電しグリッドの負担を軽減

• Aultonは点在する交換ステーションをネットワークで結び、一つの巨大な
仮想発電所（VPP）として一括管理

 中国政府は2021年11月、EV電池交換国家安全規格GT/B40032-2021を施行。こ
れによって乗車定員１〜９名の乗用車EVの電池交換を安全に行うための「車
両自体の構造要件」から「検査ルール」までが統一され、電池交換式EVの普
及を後押しすることとなった
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電池交換ビッグスリー NIO・CATL・Aultonの比較電池交換ビッグスリー NIO・CATL・Aultonの比較

目的ステーション数対応車種事業モデル企業
自社ブランドの価値向上3,613（中国）

63（欧州）
NIO車のみ自社専用型NIO

電池規格の標準化・電池販
売拡大

1,325複数OEM電池メーカー主導型CATL

都市交通インフラ化・商用
車向け

800

中国60都市
16社・30車
種以上

第三者インフラ型Aulton

課題強み展開状況欧州での主戦場企業
欧州OEMが交換
規格に参加してい
ない

ブランド力・
BaaS・ユーザー体
験

ノルウェー・ドイツな
どですでに交換ステー
ション稼働

乗用車NIO

大規模投資が必要標準化・商用車向
け技術・電池連携

英国で2027年開始、
2035年に欧州で30拠点

商用EVトラックCATL

欧州OEMの非対
応・規制の複雑さ

多OEM対応・超高
速交換(20〜40秒）

欧州進出検討中都市交通（タク
シー・公用車）

Aulton

欧州戦略の比較

電池交換方式ではCATLが電池メーカーとしての優位性を発揮して⿊幕的存在になっ
ている。NIOの活動はあくまでも自社モデルが対象、Aultonは国内専用に留まる。
電池交換方式ではCATLが電池メーカーとしての優位性を発揮して⿊幕的存在になっ
ている。NIOの活動はあくまでも自社モデルが対象、Aultonは国内専用に留まる。
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EV急速充電最短充電時間ランキング（2026年時点）EV急速充電最短充電時間ランキング（2026年時点）

備考充電時間メーカー/電池順位
世界最速10→80% 3分44秒CATL神行（Shenxing）第3世代1

走行距離ベース世界最速5分で520kmCATL神行（Shenxing）第2世代2

量産車で世界最速5分で400kmBYD Flash Charging Battery3

実車搭載多数10→70% 5分BYD Blade Battery 第2世代4

欧州最速10分で325kmメルセデス・ベンツ5

北米最速レベル15分で270kmテスラ6

 CATL神行 第2世代：LFP電池。システムエネルギー密度を205Wh/kgまで向上
 CATL神行 第３世代：LFP電池。内部抵抗を業界平均の半分（0.25mΩ）に低
減。1000回の超高速充電でも容量維持率90％以上

 BYD Flash Charging Battery: 内部抵抗を50％低減。負極にグラファイトだけで
なくシリコンを配合することで急速充電時に発生しやすいリチウム析出を抑制

CATLやBYDの電池ではEVの急速充電時間がガソリン車の給油レベルに匹敵。CATLやBYDの電池ではEVの急速充電時間がガソリン車の給油レベルに匹敵。
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進歩する急速充電性能と電池交換方式の関係進歩する急速充電性能と電池交換方式の関係
 急速充電時間がガソリン車並みに短縮しても、電池交換方式は共存する

 一般ユーザー向け乗用車：急速充電が主流となり、電池交換はニッチ
 商用車・物流・タクシー・バス：電池交換方式が最適解
 尚、中国においては国家戦略として急速充電と電池交換方式の両方を
並行推進する

 商用車を中心に電池交換方式が広がる理由
 商用車は充電待ちを含め充電時間が損失となる。運行計画への影響を極小
化できる電池交換方式が適している

 電池交換方式では安い時間帯の電気で電池を充電できる
 車両は電池抜きで安く購入し、品質が管理されている電池をサブスクで借
りるというビジネスモデルが商用オペレーションに適している

 電池交換方式は電池の標準化を促進し、持続可能な合理的なシステムとし
て国を超えて広がる可能性を持っている

 中国では政府が電池交換式EVの普及を国家戦略として推進している。具体
的には、トラック用電池の規格を統一し、メーカーを超えて同じ電池を使
い、ステーションで共通して電池交換を可能にする
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まとめまとめ
 今から約20年前のBetter PlaceによるEVの電池交換方式は、本格投入された量産EVを
軸とし、新事業として注目されたが、EVの普及が広がらず2013年に頓挫した。

 電池交換方式に関心が高かった中国政府は、2014年に電池交換方式を政策として
推進すると宣言、2016年にはAultonがタクシーを中心に電池交換方式導入に動き出
した。

 中国の新興自動車メーカーNIOは2018年に世界初の乗用車向けの電池交換ステー
ションを導入。電池を車両から切り離してEVの購入価格を下げ電池はサブスク化し
た高級車を対象としたBattery as a Service のビジネスモデルを打ち出した。

 2018年には中国政府はタクシーやバスを対象に「交換式バッテリーの規格化」を
開始、商用車を対象に電池の統一に動き出した。

 一方、電池メーカーのCATLは2022年に電池交換市場に参入。2024年には電池交換
用に開発したモジュール電池を使い、乗用車と商用車を対象に交換方式を本格化し
大手自動車メーカーとも組み、現在、電池交換の⿊幕的な存在となっている。

 中国で成⻑した電池交換方式は今、欧州へと広がりつつある。NIOは乗用車用の交
換ステーションをノルウェーやドイツで稼働させ、CATLは商用車用ステーション
をまず英国で始め、その後欧州に広める計画を持っている。

 電池交換ステーションが増えると「分散型蓄電所」としての活用が本格化し、再
エネの吸収・電力の調整機能も担っている。

 EVの普及とともに電池交換方式は商用車を中心に世界に広まっていく可能性が十
分に考えられる。一方、乗用車においてはニッチな存在に留まると考えられる。


